
学校法人大網学園 大網木の花幼稚園の危機対応手引きについて 
（令和 2 年 改定） 

 

災害・事件等のあらゆる危機に対して、子ども達の生命や安全を守るためにどのように対応したらよいか、

改めて必要な事項を下記のように定めましたので、ご理解とご協力をお願い致します。 

 

（１）大地震等が発生した場合（震度５以上の場合） 

①登園の途中で地震が発生した場合 

・園から一斉メール（れんらくメール）にて、安否状況確認メールを送りますので、    

メッセージ欄にてその時の状況をお知らせ下さい。 

②園舎内・保育中に地震が発生した場合 

・園児は防災頭巾を被り、揺れが収まるまで様子を見ます。揺れが収まったら園庭の中央に

避難します。（寒くなった場合、バスを園庭の中央に移動させて、バスの中で待ちます） 

・れんらくメールを保護者に発信し、園児の迎えを要請します。園児は園で迎えが来る  

まで待機します。 

・大地震が起きてもすぐに園を離れるのではなく、第２次避難場所（大網東小学校）まで距

離があるので、可能である限り園で保護者の迎えを待ちます。 

↓ 

電気・水道・ガスが止まった場合、第２次避難場所（大網東小学校）に避難した場合、 

今後の対応について、迎えに来た保護者に伝えるとともに、れんらくメールで送信します。 

↓ 

迎えに来た保護者に園児を引き渡す時、「緊急時園児引き渡しカード」（別紙様式）に 

必要事項を記入してもらい、引き渡します。 
 

③園外保育中に地震が発生した場合 

・園に近い場所にいた場合は、帰園します。遠い場所にいた場合は、近隣の学校や公共   

機関などの大きな建物に避難します。状況や対応について、携帯電話で園に連絡を入れ、  

れんらくメールで保護者に連絡します。 
 

＜＜ 津波について ＞＞ 

 大網白里市に相談した結果、Ｍ９クラスの大地震が千葉県東方沖で発生したとしても、 

大網木の花幼稚園には津波が到達しない、という回答を頂きました。 

 

 

※ 園児引き渡しについて （「緊急時園児引き渡しカード」） 

確実かつ速やかに保護者に引き渡すために、緊急時連絡先等を記載した「緊急時園児引き渡

しカード」を作成し、スタッフルームに設置している災害非常持出し袋に集約します。 

緊急時には「緊急時園児引き渡しカード」と照合の上、園児を引き渡します。保護者が保育時

間内に引き取りが困難な場合は、保護者が引き取りに来るまで園・避難地において園児を保

護します。 

 



 
 

（２）火災が発生した場合  

・防災頭巾を被り、園庭に誘導、待機します。 

・携帯電話かられんらくメールを使い、保護者に園児の迎えを要請します。 

・保護者が迎えに来るまで待機。その後、状況を見極め危険であると判断した場合は、 

「みやこ野３号公園」に避難します。 

※園を離れる場合は、迎えに来る保護者に所在を明らかにするために、避難先等を正門等 

目立つ場所に掲示するとともに、れんらくメールで送信します。 

↓ 

迎えに来た保護者に園児を引き渡す時、「緊急時園児引き渡しカード」に必要事項を記入し

てもらい、引き渡します。 

↓ 

火災の状況を把握し、今後の対応について決定した事を、迎えに来た保護者に伝えると 

ともに、れんらくメールで送信します。 
 

 

（３）自然災害が発生した場合 

①前日や登園前に風水などの被害が予想される場合 

・前日から被害が予想され、園児が安全に登降園できない場合は、れんらくメールを使って園から

保護者に連絡します。 

②保育中に風水の災害が発生した場合 

避難・早帰りの判断をした場合 

↓ 

・自然災害が大きくなりそうな場合は、保護者にれんらくメールで連絡をし、

お迎えをお願いします。迎えに来た保護者に園児を引き渡す時、「緊急時   

園児引き渡しカード」に必要事項を記入してもらい、引き渡します。 

・翌日の対応を保護者にお知らせします。 
 

 

（４）事件が発生した場合 

不審な人物により、園児に危害が及ぶと判断した場合 

↓ 

・園内保育の場合・・・直ちに 110 番通報をし、園児を安全なところに避難させます。 

・園外保育の場合・・・携帯している笛を鳴らし、園児を避難させ帰園します。 
 

 

 



 
 
（５）弾道ミサイル発射に係る対応について 

 弾道ミサイルが発射され、日本に飛来する可能性がある場合は、Ｊアラート（防災行政無線によ

る警報・携帯電話への緊急速報メール等）により情報伝達されます。 

 弾道ミサイルが着弾した際には、爆風や破片等による危険が想定されるため、それらから身を守

るために適切な避難行動をとります。 

＜＜ 行動の基本 ＞＞ 

・Ｊアラートを介した情報による状況の把握 

・安全な場所を判断して避難 

・姿勢を低くして頭部を守る 

①登園前（途中）にＪアラートが発信された場合 

・登園前で、園児が保護者と一緒にいる場合は、安全確認がとれるまで登園せず、身の安全を

確保して頂きたいと思います。 

・園かられんらくメールにて、登園時間の変更や臨時休園等、幼稚園の対応をれんらくメール

にて送信します。 

 

②保育中にＪアラートが発信された場合 

Ｊアラートで「弾道ミサイル発射情報・避難の呼びかけ」が発信された場合 

↓ 

屋外にいる場合は、近くの建物に避難する。屋内では、できるだけ窓から離れ、床に伏せて

頭部を守る。（行動の基本「姿勢を低くし、頭部を守る」） 

↓ 

←←←←←←←←←←  →→→→→→→→→→ 

         ↓                     ↓ 

ミサイルが日本に落下する可能性がある    ミサイルが日本の上空を通過・領海外に落下 

         ↓                     ↓ 

Ｊアラートによる下記の情報伝達がある

まで屋内避難を継続する。 

「落下場所等についての情報」 

「追加情報」 

※追加情報において、状況に応じて、屋内 

避難を解除するような情報、又は引き続き

屋内避難をする、あるいは、別の地域へと

避難するといった情報が伝達される。 

 Ｊアラートによって、ミサイル通過情報、

又は日本の領海外に落下した旨の情報が

確認できた場合は、屋内避難は解除する。 

 

 

 

③園外保育中にＪアラートが発信された場合 

・屋外にいる場合は、近くの建物に避難します。屋内では、できるだけ窓から離れ、床に伏せて頭

部を守ります。 

・状況や対応について、携帯電話で園に連絡を入れ、れんらくメールで保護者に連絡します。 

 



 

 

（６）その他 

・保存食・飲料水を園内に備蓄しています。 

・停電時には、携帯電話でしか連絡を取れない場合があります。 

 緊急の場合は、幼稚園携帯電話までお願いします。 

 

 

 

 

 
＜＜ 地震・火災等における共通注意事項 ＞＞ 

 
①保育時間中の緊急災害による緊急降園は、基本的に保護者の方のお迎えをお願いします。 

②園児を迎えに来た際に、他の園児を一緒に連れていく場合は、その園児の保護者と連絡が

取れないとお渡しできません。 

③電話等、通信手段が使えない場合があります。特に電話は繋がりにくい状況が想定されま

すので、基本的にれんらくメールを送信します。 

なお、大規模災害時には、メールの不達が生じる可能性があります。れんらくメールにログ

インをして、「 （３）メールを見る 」を選択すると、お送りしたメールと同じ文章を見る

事ができます。メール不達の疑いがある場合はご確認下さい。 

④道路は交通規制等で混み合う場合があります。車でのお迎えの際は、十分ご注意下さい。 

 
 


